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愛知工科大学大学院 
 



 

 

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 

 

 愛知工科大学大学院では、科学技術を通しての社会貢献や学問探求へ

の強い意欲を有し、エンジニアとしての土台となる力（総合力、実践力）

並びに先進的なモノづくりにつながる力（設計力、製作力）を身につけた

次のような人を求めます。 

 

１．システム工学分野の高度な研究開発に主体的に取り組もうとする人 

２．地域社会を支える科学技術の創造と発展に寄与する意欲のある人 

３．地球環境に配慮し、人間社会の持続的発展に寄与する研究開発を 

グローバルな視点から進めようとする人 

 

2024 年度愛知工科大学大学院工学研究科博士後期課程 

入学試験日程 

 

入学試験区分 出願期間 試験日 合格発表 入学手続 

第
１
次
募
集 

内部進学 

 9月 22日(金) 
   ～  
9月 29日(金) 

書類審査 

10月 23日(月) 
合格発表日 

～  
11月 10日(金) 

一  般 

10月 10日(火) 

社 会 人 

第
２
次
募
集 

内部進学 

 1月 26日(金) 
   ～  
 2月 2日(金)  

書類審査 

2月 19日(月) 
合格発表日 

～  
3月 8日(金) 

一  般 

2月 13日(火) 

社 会 人 
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2024年度 大学院工学研究科（博士後期課程） 

学 生 募 集 要 項 

 

 

 

本学大学院工学研究科システム工学専攻では、次のとおり博士後期課程の学生募集を行います。 

 

１．募集専攻及び募集人員 

専    攻 募集人員 

システム工学専攻 ３ 名 

※募集人員には内部進学入学試験による募集人員も含みます。 

 

２．出願資格 

次のいずれかに該当する者または次のいずれかの資格を 2024 年 3 月末日までに取得する見込みの

ある者 

（１）修士の学位又は専門職学位を有する者 

（２）外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を有する者 

（３）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は専門職学

位に相当する学位を有する者 

（４）我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学

位又は専門職学位に相当する学位を有する者 

（５）国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を有する者 

（６）大学等を卒業し、大学、研究所等において 2年以上研究に従事した者で、大学院において、修士

の学位を有する者と同等の学力があると認めた者 

（７）大学院において個別の入学資格審査により認めた 24歳以上の者 
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出願資格の（７）による出願について 

 

出願資格の（７）による出願については、愛知工科大学大学院工学研究科において、

個人の学習歴や実務経験等具体的内容について出願資格認定審査を行います。 

１．出願資格認定審査の書類提出期間 

第１次募集 2023年 9月 8日（金）～9月 15日（金）まで 

第２次募集 2024年 1月 12日（金）～1月 19日（金）まで 

２．審査を受ける者は、「３．出願手続（２）出願書類」に加えて、次の書類を提出し

てください。この場合、入学検定料は出願が認められてから納付することとなりま

す。 

（１）出願資格認定審査調書（本学所定の用紙） 

（２）研究業績概要（本学所定の用紙） 

注）出願資格認定審査調書の各事項にかかる証明書等を添付してください。 

（例：大学等の在学期間がある場合は成績証明書を添付） 

３．出願資格審査の結果は、書類を受け取った日から出願受付開始日までに本人宛連

絡します。 

４．出願資格を認められた者は、『３．出願手続』に基づき入学検定料の振り込みを行

ない、取扱銀行収納印欄に押印した「受験票・写真票」を本学に提出してください。

提出の際、中央（本学で切り取ります）の位置で折り曲げることは構いません。 

５．審査等書類の提出期限に遅れた場合は、審査等書類は受理しません。 

６．不明な点は、学務部学務課まで連絡願います。 

 

３．出願手続 

（１）願書受付期間  第１次募集 2023年 9月 22日（金）～ 9月 29日（金） 

第２次募集 2024年 1月 26日（金）～ 2月 2日（金） 

（２）出願書類 

出願書類等 備     考 

１ 入学願書 本学所定用紙（様式１） 

２ 受験票・写真票 本学所定用紙（様式２） 

３ 受験承認・推薦書 
本学所定用紙（様式３）当該所属長が作成したもの。 

ただし、社会人以外は提出を要しません。 

４ 研究（希望）計画書 
本学所定用紙（様式４） 

パソコン等で作成したものを貼り付けても構いません。 

５ 修了（見込）証明書 

出身大学長，学部長又は研究科長が作成したもの。 

日本語又は英語以外で作成されたものは、日本語又は英語の訳

文を添付してください。 
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６ 学業成績証明書 

出身大学長，学部長又は研究科長が作成した、学部及び大学院

の学業成績証明書を添付してください。ただし、日本語又は英

語以外で作成されたものは、日本語又は英語の訳文を添付して

ください。 

７ 入学検定料 

３５,０００円 

入学検定料は、本学所定用紙（様式２）の「振込依頼書」によ

り、金融機関窓口（ＡＴＭは利用できません。）からの振込に

よって納入してください。 

ただし、本学博士前期課程を修了し引き続き進学する者は免除

します。 

※注意事項 

・出願に先立ち、希望する分野・領域の指導教員に相談したい場合は、下記の愛知工科大学学務

部学務課に問い合わせてください。 

・出願書類等の不備なものは、受理しません。 

・提出後、出願書類等の返還及び記入事項の変更は、認めません。 

・既納の検定料は、返還しません。 

・出願書類に虚偽の記載事項が判明した場合は、入学後でも入学を取消すことがあります。 

（３）出願書類等の提出 

出願書類は一括して、本学所定の封筒に入れ、本学学務部学務課へ持参又は郵送で提出してく

ださい。 

なお、持参の場合の受付時間は、９時～１７時（土曜日，日曜日及び祝日を除く）までとしま

す。郵送出願の場合は、簡易書留で封筒に「出願書類在中」と朱書し、締切日（当日消印有効）

必着とします。 

提出先・問い合わせ先 

 

〒443－0047 愛知県蒲郡市西迫町馬乗 50-2 

愛知工科大学学務部学務課 

電話 0533-95-1131 

 

４．各専攻の研究分野 

入学願書記載事項のうち、志望分野及び教員名の記入にあたっては、別記「大学院工学研究科（博

士後期課程）担当教員一覧（７～８ページ）」を参照してください。 

 

５．受験票の交付・試験日・試験会場 

出願書類を受理した時は、受験票及び受験上の連絡等を出願締切り後に出願者あて送付します。

受験票等が試験日の３日前までに届かない場合は、学務部学務課まで問い合わせてください。 

（１）試 験 日  第１次募集 2023年10月10日（火） 

第２次募集 2024年 2月13日（火） 

（２）試 験 場  愛知工科大学 
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・受験者個々の試験時間は，受験票送付時に通知します。 

・受験生は、試験日当日、４号館図書館閲覧室集合し、係員の指示を受けてください。 

 

６．障害を有する者の出願にあたっての事前相談 

本学大学院に入学を志願する者で、障害（学校教育法施行令第２２条の３に定める障害の程度）が

ある者は、受験上及び就学上特別な配慮を必要とすることがありますので、出願受付開始前までに相

談してください。 

 

７．入学者選考方法等 

入学者の選考は、一般及び社会人ともに、志願者から提出された研究（希望）計画書に基づき、研

究意欲、適正、人物等を含めた面接試問と学業成績証明書の内容等を総合判定し合格者を決定します。 

 

８．合格者発表及び入学手続等 

（１）合格者発表  第１次募集 2023年10月23日（月） 

第２次募集 2024年 2月19日（月） 

合否の結果は、本人宛郵便にて発送します。 

（２）入学手続   第１次募集 合格発表日 ～ 2023年 11月 10日（金） 

第２次募集 合格発表日 ～ 2024年 3月 8日（金） 

入学手続の必要な書類は、「合格通知」に併せて送付します。 

 

９．入学手続時に必要な経費 

入 学 金            150,000円 

（本学博士前期課程を修了し引き続き進学する者は免除します） 

授 業 料（前期分）第１年次生  260,000円（年額 520,000円） 

教育充実費（前期分）        75,000円（年額 150,000円） 

施 設 費（前期分）        50,000円（年額 100,000円） 

行事費・保険料等（年額）      30,000円 

（注）納入された入学金についてはお返しできませんのでご注意ください。 

 

10．社会人・学生のための教育方法 

本大学院では、就業と就学を両立させたい社会人大学院生が、働きながら学べるよう、社会人

のニーズに応え研究学修に専念できる環境を提供します。 

○ 愛知工科大学大学院名古屋サテライトキャンパス（名古屋市熱田区伝馬町）を設置してい

ます。 

月曜から金曜までの夜間開講、土曜日の昼間による集中開講により、研究学修ができること

を可能にします。 

※ 名古屋サテライトキャンパスで受講を希望する者は、入学願書の「大学院設置基準第１４

条の教育方法の特例措置欄」の「希望する」を○で囲んでください。 
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○ 愛知工科大学大学院（蒲郡市）において、週末講義や夏期集中講義など多様な授業形態を

取り入れ、就業に配慮した受け入れ易い研究学修を可能にします。 

○ 長期履修制度により、正規の授業料で修業年限を超えて一定期間にわたる計画的な研究学修を

可能にします。 

 

11．学生支援 

（１）日本学生支援機構大学院奨学金 

第一種（無利子）８万、１２.２万円より選択 

第二種（有利子）５万、８万、１０万、１３万円、１５万円より選択 

※必ず採用されるとは限りません。貸与期間は、採用年度から標準修業年限までです。 

（２）ＴＡ（ティーチング・アシスタント）制度 

本制度は、博士後期課程に在学する大学院生が授業の教育的補助業務を行うことにより、工学部

学生等に対してより高い教育効果を上げるとともに、博士前期課程在学中にＴＡを経験することに

よって、教育・研究の指導者となるためのトレーニング、そして経済的支援を受けることを目的と

した制度です。 

（３）ＲＡ（リサーチ・アシスタント）制度 

本制度は、本学の教員等が研究代表者として行う特定の課題やテーマに取り組む研究プロジェク

ト等の効果的推進、研究体制充実及び若手研究者の育成を図るため、博士後期課程に在学する大学

院生を対象として研究活動に必要な補助業務を行わせることにより、研究力の更なる向上と併せて、

経済的支援を受けることを目的としています。 

 

12．個人情報の取扱い 

出願時および入学手続時に提出された氏名・住所・連絡先・その他の個人情報につきましては、

愛知工科大学大学院において責任を持って厳重に管理いたします。 

利用につきましては、次のとおりその目的の取り扱いに従って利用することとし、運用について

は外部に漏れることのないよう厳格に行うこととします。 

（１）教育研究指導上、必要な事項に利用 

（２）学生生活指導上、必要な事項に利用 

（３）進路・就職指導上、必要な事項に利用 

（４）保証人等との必要な事項に利用 

なお、個人情報を第三者へ提供する場合は、以下の場合に限って提供いたします。その際も、次

の目的の取扱いに従い、運用については外部に漏れることのないように厳格に行います。 

（１）インターンシップ受講生となった場合、当該受入機関への個人情報の提供 

（２）学内で急病となって医療機関に搬入された場合、その医療関係者への個人情報の提供 

（３）学外研究機関にて研究活動を行う場合、当該受入機関への個人情報の提供 

（４）学生個人成績の保証人への郵送通知 

（５）修了時に同窓会組織への情報提供 

（６）授業・課外活動・各種行事における写真類の本学広報物・本学ホームページへの掲載 

（個人が特定できるものについては、改めて本人の了解を得ることとします。） 
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別 記 

 

2024年度愛知工科大学大学院工学研究科博士後期課程 

担 当 教 員 一 覧 
 

システム工学専攻 

専門分野 職 名 指導教員名 研 究 課 題 

機械力学 
振動学 

教 授 村 上  新 

・ダイナミックダンパーの非線形振動特性 
・磁気浮上回転体の安定性解析 
・柔軟構造物の高速精神位置決め制御 
・楽器の発音機構による音響特性の変化 

パワーエレクトロニクス 
ロボティクス 
メカトロニクス 
医用システム 

教 授 永 野 佳 孝 

・手術ロボット 
・手術シミュレータ 
・医療画像支援システム 
・VRシステム 

福祉ロボット 
ロボットインターフェイス 

准教授 裴 艶 玲 
・リハビリアシストロボットに関する研究 
・Human Robot Interface に関する研究 

経営情報 
インターネットマーケティング 

教 授 加 藤 高 明 
・地域活性化および社会に貢献するデジタルコンテ
ンツの制作 

音声情報処理 教 授 實 廣 貴 敏 

・音声認識技術を軸とした音声対話システムに関連
する技術の研究 

・音声認識の前処理としての雑音抑圧手法、音声認
識精度の向上、新たな音声対話システムの提案 

・音楽アプリ提案 
・車などの警笛音認識や走行音認識とその応用 

 

 


